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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 5,467 10.5 389 83.7 456 79.0 285 67.1
26年3月期第3四半期 4,948 △2.8 212 △39.3 255 △32.5 170 △17.2

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 496百万円 （99.5％） 26年3月期第3四半期 248百万円 （14.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 33.48 ―
26年3月期第3四半期 19.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 10,781 8,630 79.7
26年3月期 10,302 8,340 80.6
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 8,595百万円 26年3月期 8,307百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00
27年3月期 ― 0.00 ―
27年3月期（予想） 20.00 20.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,400 5.2 550 18.1 550 13.3 340 16.7 39.89



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料３ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ペー
ジ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 9,900,000 株 26年3月期 9,900,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 1,392,069 株 26年3月期 1,367,129 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 8,522,485 株 26年3月期3Q 8,569,931 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 
当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要とその反

動による影響がみられましたが、雇用・所得環境や企業業績の改善等により、景気は緩やかな回復基

調が続いております。また、海外経済においては、一部で弱さがみられるものの、米国や欧州を中心

に総じて緩やかな景気回復基調で推移いたしました。 

一方、当社グループが属する電子計測器、電源機器等の業界においては、消費税率引き上げ直後の

設備投資の動きは慎重でありましたが、緩やかに持ち直しつつあります。 

このような状況の中、当社グループは引き続き環境・エネルギー関連市場と自動車関連市場を中心

に積極的な営業活動と研究開発活動を行うと共に、原価低減と経費節減にも努力を重ねてまいりまし

た。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は54億６千７百万円(前年同四半期比10.5％増)、

営業利益は３億８千９百万円(前年同四半期比83.7％増)、経常利益は４億５千６百万円(前年同四半期

比79.0％増)、四半期純利益は２億８千５百万円(前年同四半期比67.1％増)となりました。 
 

   なお、当社グループにおける製品群別事業概況は、次のとおりであります。 
 

  《電子計測器群》 

電子計測器分野においては、航空機用電子機器向けの測定器に動きが見られました。また、自動

車電装用評価装置等システム製品も売上を伸ばし、前年実績を上回る結果となりました。 

以上の結果、売上高は11億６千２百万円(前年同四半期比6.2％増)となりました。 
 

  《電源機器群》 

電源機器分野においては、スマートグリッド関連市場、自動車関連市場及び空調機関連市場向け

等に交流電源や直流電源及び電子負荷装置の大容量モデルを中心に拡販活動に取り組み、着実に成

果を上げてまいりました。また、汎用性の高い直流電源も売上を伸ばし、前年実績を上回る結果と

なりました。 

以上の結果、売上高は40億８千９百万円(前年同四半期比12.8％増)となりました。 
 

  《サービス・部品等》 

サービス・部品等につきましては、特記すべき事項はありません。 

当該サービス・部品等の売上高は、売上高は２億１千５百万円(前年同四半期比4.7％減)となりま

した。 
 

    上記に含まれる海外市場の事業概況は以下のとおりであります。 
 

  《海外市場》 

米国市場では、販路開拓に努めるとともに、車載関連市場向けの直流電源やＩＴ関連市場向けの

交流電源及び電子負荷装置に動きが見られましたが、全般的に低調に推移いたしました。 

欧州市場では、新製品の販売促進活動の効果もあり、家電関連市場向けの交流電源、またエネル

ギー関連市場や車載関連市場向けの直流電源に動きが見られました。 
アジア市場においては、中国では自動車関連市場、通信関連市場及び家電関連市場向けに動きが

見られました。韓国では販路開拓効果等により車載関連市場やエネルギー関連市場向けに、東南ア

ジア市場では日系企業向け等に、それぞれ交流電源、直流電源及び電子負荷装置が好調に推移いた

しました。 
以上の結果、海外売上高は15億４千９百万円(前年同四半期比11.8％増)となりました。 
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（2）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間の総資産は、現金及び預金が減少したものの、受取手形及び売掛金、た

な卸資産並びに投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末に比べ４億７千９百万円増加し、107

億８千１百万円となりました。 

負債は、未払法人税等が減少したものの、支払手形及び買掛金並びに退職給付に係る負債の増加等

により、前連結会計年度末に比べ１億８千９百万円増加し、21億５千１百万円となりました。 

純資産は、剰余金の配当及び自己株式の取得等により減少したものの、四半期純利益の計上及びそ

の他有価証券評価差額金の増加等により、前連結会計年度末に比べ２億８千９百万円増加し、86億３

千万円となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
当期の予想につきましては、本資料の公表時点において、平成26年５月13日に「平成26年３月期 

決算短信」にて公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   税金費用の計算 

    当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

    「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平

成 24 年５月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退

職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給

付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付

算定式基準へ変更、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退

職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの退職給付の金額を反映した単一の加重平均割引率を

使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴

う影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 33,081 千円増加し、利益剰

余金が 21,304 千円減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微

であります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

   該当事項はありません。 
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 (3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

     当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

      該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

     当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

      該当事項はありません。 
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